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ルディアーナー アパレル産業は奇跡的な回復を遂げ、インド有数のアパレル・クラスターへと発展した。そもそもインドのアパレル市場は、伝統 流通シ テム存在や小売業へのＦＤＩ規制などの存在により 国内企業にア バンテージがある。このような状況を生かして、ルディアーナーのア
パレル産業は、安定的な国内市場の需要を背景に着実な成長を遂げている。　
また、ルディアーナーのアパレ
ル産業の強みとして、北インド地域からの豊富な労働力供給がある。とりわけ、ビハール州やウッタール・プラデーシュ州などの農村からコンスタントな人口流入があるために、ルディア ナーのアパレル企業はこれらの安価 労働力を利用することができる。こうした、州間労働移動が発生する背景には、農村と都市の間の人的ネットワークが機能している。ディアーナーのア 事 所は、ウール・ニット製品などの冬物衣料を主に生産 ているために、冬季に操業を停止する事業所が多い。この時期に、アパレル産業で従事している労働者は、それぞれの出身地へ帰省するケースが多い。以上のように、ルディアーナーと農村 間に存在する人的ネットワークを利用して、ルアーナーのアパレル事業所は労働力をビハール州やウッタール・プラデーシュ州から調達している。　
以上のような特徴を兼ね備えて





ル・ナードゥ州の内陸部に位置する工業都市である。ティルプルの北側には、 「コットン・ベルト」と呼ばれるインドを代表する綿花生産地帯が広がっている。また、ティルプルから西に三〇キロほど行けば、 「インドのマンチェスター」と呼ばれるインドを代表する工業都市であるコインバトールがある。コインバトー は、イドにおけるパワールームの代表的な集積地である。こうした、豊富な原材料生産地に近接して、ティルプルはコットンを中心としたアパレル製品の生産拠点として発展を遂げてきた。　
ティルプル・クラスターも、他
のインドの典型的なアパレル・クラスターと同様に、小規模事業所が大部分を占めている。しかしな
















(2009) 、 参考文献③） 。
　
それでは、どのようにしてティ
ルプルは中国や他の新興国のアパレル産業と競争してきた であろうか。ティ プルの強み ひとつは、小規模事 所の生産ならでは







のアパレル製品輸出額の推移を示している。これにより、二〇〇〇年代半ば以降、順調な成長を遂げていたティルプルのアパレル製品の輸出が二〇〇八年以降停滞していることが理解でき のような大規模な経済ショックに対して、ティルプルのクラスターを構成する小規模事業所の多くは、経営を持ちこたえ できず、閉鎖に追い込まれること なった。　
これに加えて、公害問題の表面
化と環境規制の強化もティルプルのアパレル産業に大きな影響を与えている。 二〇一一年一月二八日、マドラス最高裁判所の判決により、ティルプルの染色・漂白事業所からの排水に対して、一定 汚水処理が求められた。こうした規
制強化を受けて、汚水処理装置へ投資する余力のない小規模の染色・漂白事業所が操業を停止する事態となった。この、排水規制の は、アパレル製品の生産における一工程の欠落を意味するとともに、 クラスターの強みである、バリュー・チェーン 崩壊をもたらした。　
このように、二〇〇八年以
降の世界的な不況と、環境規






































































































給などに り、農村においても一定水準の生活は保障される。そ一方で、国内の交通インフラ 整備によって、人の移動がスムーズになり、インド 全体の労働市場が流動化しつつあるという可能性も考えられる。 いずれ しても、こうした労働力不足とそれに もなう賃金の上昇は、他のアジア新興国との間の価格競争を考えるう
えで、大きな足かせとなることが懸念される。　
いずれにしても、これまで伝統
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